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雪景色
（安原第２樋管）

夕焼け色の空
（郡山防災センター敷地内）

　１２月１８日に郡山市の「ビッグパレットふくしま」で水閘門操作員
講習会を開催し、郡山出張所管内の操作員１０９名が出席しました。
　講習会では、福島地方気象台から防災に関する講演を頂き、
福島河川国道事務所から平成２０年度の出水状況や工事概要、樋門等
の操作や点検の留意点についてスライド等を使用し説明をしました。
　また、新任操作員の紹介や意見交換を行い、操作員としての役割と
点検作業の重要性について再確認しました。

講習会の様子

阿武隈川の航空写真と
ドクターヘリについて
の資料の展示

操作員の皆さん、お忙しい中お疲れさまでした。
この講習会の様子は、新聞で報道されました。

新任操作員の挨拶
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河川巡視の目的は？

河川が違法な状態で
使用されたり、堤防な
どの河川管理施設が
破損していないかな
ど河川の状況を現地
にて把握することです。

パトロールカーで異常が
ないか巡視します。

巡
視
の
お
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ー
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朝、巡視する箇所や
情報提供された場所
など巡視のポイントに
ついてミーティングを
します。

巡視区間のうち約２㎞を
徒歩で巡視し、河川管理
施設等を点検します。

巡視をしていると不法投棄など
様々のことがありますが、時には
四季を感じさせる野鳥や草花、
キツネやタヌキなど河川環境の
すばらしさに出会えることも
あるんだって♪

お問い合わせはこちら
〒963-8071

福島県郡山市富久山町久保田字中台１２
　国土交通省　福島河川国道事務所
　　　　　郡山出張所グラフティ編集委員会

TEL　024-943-6591（代表）
H P　http://www.fks-wo.thr.mlit.go.jp

心掛けている事はなんですか？

左側：佐久間巡視員　　　　　　　右側：吉田巡視員　　

「お互いにチームワークを
　　　　　大切にしています！」
と二人から一言いただきました。

巡視後は、結果報告し
異常があれば内容を
検討し対応します。

　冬場は、一般家庭で灯油を使用す
ることが多くなり、油の流出事故が
発生しやすくなります。
おもにホームタンクの栓の閉め忘れ
や、ポリタンクへの灯油の移し替え
時の不注意が原因となっています。
　また、事故の原因者には被害の補
償費用やオイルフェンス等の対策費
用を請求される場合があります。
　万が一、水質事故を起こしてしまっ
たり、発見しましたら、お近くの国や
県の機関、市町村役場、消防署、
警察へご連絡下さい。


